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健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

平
成
17
年
度
の

　

      
老
人
医
療
の
状
況
を

            
報
告
し
ま
す

　

こ
こ
数
年
、
全
国
的
な
高
齢

者
人
口
の
増
加
に
よ
り
医
療
費
が

年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
前
年
度
に
比

べ
る
と
、
平
成
14
年
10
月
か
ら
対

象
年
齢
が
５
歳
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
対
象
者
数
と
医
療

費
総
額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
人
当
り
の
医
療
費

と
１
件
当
り
の
医
療
費
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
人
ひ
と
り
の
心
掛

け
や
、
老
人
保
健
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
す
べ

て
の
人
が
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
老
人
保
健
制
度
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

※赤字分は翌年度、
　国と県から補填されます。

保
険
証
・
医
療
受
給
者
証
・
健
康
手
帳

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。

診
療
を
受
け
ま
す
。

　
　
　

↓

費
用
（
一
部
負
担
金
）
を
支
払
い
ま
す
。

　

75
歳
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
65
歳
）
以
上
の

方
は
、
老
人
保
健
制
度
で
病
院
な
ど
に
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
の
方
の
負
担
を
軽
く
し
て
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

★ 

老
人
保
健
制
度
と
は

★ 

病
院
な
ど
に
か
か
る
と
き
は

　

老
人
保
健
で
病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払

う
一
部
負
担
金
は
、
所
得
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
２

割
の
負
担
（
10
月
か
ら
３
割
）
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
医
療
受
給
者
証
」
に
、
負
担
割
合

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
所
得
区
分
が
上
が
る
方

に
は
公
的
年
金
控
除
の
見
直
し
・
老
年
者
控
除
の
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置
ま
た
は
老
年
者
に
係
る
住
民
税

★ 

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は

平成17年度収支状況

年度 対象者 受診件数 年  間  医  療  費 年間受診率
総　額 １人当り １件当り （件数／人）

Ｈ 15 17,063 人 398,655 件 97 億 4,663 万円 57 万 1,214 円 2 万 4,448 円 23.4 

Ｈ 16 16,281 人 387,598 件 96 億 9,811 万円 59 万 5,670 円 2 万 5,021 円 23.8 

Ｈ 17 15,507 人 373,043 件 95 億    231 万円 61 万 2,776 円 2 万 5,472 円 24.1 

過去3年間の老人医療費支出状況
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現　行
自己負担限度額

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並みの
所得がある人（注１） 40,200 円   

72,300 円＋医療費が 361,500 円を
超えた場合は、その超えた分の１％を加算

（※４回目以降は 40,200 円）
一　般 12,000 円 40,200 円
低所得Ⅱ（注２）   8,000 円 24,600 円
低所得Ⅰ（注３） 15,000 円

➡

平成18年 10月から
自己負担限度額

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並みの
所得がある人（注１） 44,400 円

80,100 円＋医療費が 267,000 円を
超えた場合は、その超えた分の１％を加算

（※４回目以降は 44,400 円）
一　般 12,000 円 44,400 円
低所得者Ⅱ（注２）   8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ（注３） 15,000 円

１カ月の自己負担限度額

　

医
療
費
は
、
み
な
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
分
（
一
部
負
担
金
）
の
ほ
か
に
、
国
保
や
健
康
保
険

か
ら
の
拠
出
金
、
国
や
県
、
市
か
ら
の
負
担
金
な
ど
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
み
ん
な
で
医
療
費
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
の

で
、
老
人
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
み
ん
な
の
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

★ 
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

　

外
来
診
療
の
場
合
、
同
じ
月
内
に
、
下
表
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き

は
、
超
え
た
分
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
10

月
か
ら
限
度
額
を
変
更
）

　

こ
の
よ
う
な
高
額
医
療
費
に
該
当
さ
れ
た
方
に
は
、

医
療
係
か
ら
支
給
申
請
書
（
振
込
口
座
届
）
を
送
付
し

ま
す
。
一
度
振
込
先
を
指
定
す
る
と
、
翌
月
以
降
の
高

額
医
療
費
に
つ
い
て
は
自
動
的
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

入
院
の
場
合
、
１
カ
月
に
支
払
う
一
部
負
担
金
は
限

度
額
ま
で
で
す
。

★ 

あ
と
で
費
用
が
支
給
さ
れ
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

た
後
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
分
を
除
い

た
分
に
つ
い
て
、
あ
と
か
ら
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
や
む
を
得
ず
保
険
証
等
を
持
参
せ
ず
病
院
な
ど
に
か

　

か
っ
た
と
き
の
治
療
費
（
海
外
渡
航
中
の
治
療
を
含

　

む
）

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具

　

代
・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
は
り
、
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

　

ど
の
施
術
費

・
骨
折
や
ね
ん
ざ
な
ど
で
、
保
険
の
取
り
扱
い
を
し
て

　

い
な
い
柔
道
整
復
師
の
施

　

術
を
受
け
た
と
き

・
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
転

　

院
な
ど
の
移
送
に
か
か
っ

　

た
費
用

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き

・
転
居
し
た
と
き

・
転
出
す
る
と
き
、
転
入
し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　

届
出
に
は
、
健
康
保
険
証
・
医
療
受
給
者
証
・
健
康

手
帳
・
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
傷
を

負
っ
た
場
合
で
、
い
っ
た
ん
老
人
保
健
で
受
診
す
る
と

き
は
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

★ 

こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

    

老
人
医
療
費
は
多
く
の
人
た
ち
の
協
力

    

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す

★ 

医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

・
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
的
に
健

　

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活
習
慣
病
や

　

骨
折
な
ど
の
病
気
や
け
が
の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ

　

う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
庁
健
康
保
険
課
医
療
助
成
係　

☎
22
・
９
６
６
０

非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
が
平
成
18
年
８

月
か
ら
２
年
間
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

★

※は、過去１２カ月以内に4回以上高
額療養費の支給があった場合の４回目以
降の限度額です。

（注１）現役並みの所得がある人とは、
同一世帯に課税所得が145 万円以上
の、70歳以上の人または老人保健で
医療を受ける人がいる人をいいます。た
だし、収入の合計が2人以上の場合は
520万円未満、1人の場合は383万
円未満であると申請した場合は「一般」
の区分と同様になり１割負担となります。

（注２）低所得者Ⅱは、世帯主および世帯
員全員が住民税非課税の人をいいます。

（注３）低所得者Ⅰは、世帯主および世帯
員全員が住民税非課税で、その所得が
必要経費・控除を差し引いたときに０円
となる人をいいます。


